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研究室紹介
岡山理科大学工学部バイオ・応用化学科 
コスメティックサイエンス研究室

安 藤 秀 哉

1.　 岡山理科大学コスメティックサイエンス研究室に
ついて

岡山理科大学の母体は学校法人加計学園です。関連の
大学には千葉科学大学と倉敷芸術科学大学があり，これ
ら 3大学で連携して化粧品に関わる研究教育の取り組み
を始めています。岡山理科大学は学生数約 6,000の大学
で，中四国では理系最大級の私立大学です。実家が岡山
県内にある学生はほぼ 3分の 1にとどまり，そのほかは
中四国や関西，九州，遠くは沖縄や北海道からの学生も
います。コスメティックサイエンス研究室の所属する工
学部バイオ・応用化学科の学生数は一学年約 80名です
が，毎年 10名程度の学生がコスメティックサイエンス
コースを希望して入学してきます。今年で発足 6年目と
なる現在の研究室には，4年生 8名と大学院生 3名（3
名中 1名は語学研修のため休学中）が在籍しています。
この 5年間を平均すると男女ほぼ半々ですが，多くのゼ
ミ生が化粧品会社などの製造業の研究職や技術職への就
職を希望してがんばっています。

2.　研究について

もともと化粧品の研究をしている大学は少ないため，
大学で化粧品学の研究を行う教員は必然的に企業出身者
が多くなります。私もその一人で，企業研究員としてし
み予防にはたらく薬用美白化粧品の研究開発を長年行っ
てきました。したがって，現在の研究テーマもしみの原
因となるメラニン色素に関するものが大部分を占めま

す。また，薬用美白化粧品はアンチエイジング化粧品の
一つでもあることから，老化に伴いその機能が衰えると
されるミトコンドリアの研究も最近始めました。通常，
大学の研究は商品の開発を直接の目的とはしませんが，
われわれの研究室では多くの化粧品会社に商品開発を目
的として利用してもらえるような新しい有効性評価方法
の開発を大きな目標としています。また，商品開発の新
規コンセプトにもつながる未知のメカニズムの解明を目
指しています。このような点では，化粧品会社の基礎研
究部門とよく似た研究を行っています。
具体的なテーマとして，最近は特に真皮性の色素沈着
症に興味をもって研究しています。真皮性の色素沈着症
には，メラニン色素を貪食したマクロファージや線維芽
細胞の存在が古くより知られています。最近では，薬用
美白化粧品が原因で発症した白斑の真皮部位にも，同様
な現象が観察されています。しかしながら，とりわけ線
維芽細胞によるメラニン色素の貪食メカニズムには不明
な点が多く，ここ数年は本研究テーマに注力してきまし
た。昨年の日本色素細胞学会では，ゼミの大学院生が自
らの発想をもとに実施した研究内容を発表し，若手研究
者部門で最優秀演題賞の受賞に恵まれました。

3.　教育について

私は長年企業研究員として勤務していたため，社内や
学会などで発表する機会はあったものの教育経験はあり
ませんでした。また，大学院も出ていなかったため学生
指導に自信もなく，教員として採用された当初は学生に
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Fig. 1. 2016年度コスメティックサイエンス研究室ゼミ生
でお花見（岡山市半田山植物園）．

Fig. 2. 第 26回日本色素細胞学会（札幌）で最優秀演題
賞を受賞した吉本　聖 君（中央）．
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